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一般質問一般質問
　
病
院
再
編
統
合
計
画
に
つ
い
て

田
辺
　
寛
治
　
議
員

　
病
院
統
合
・
ゴ
ミ
最
終
処
分
場
・

　
　
　
　
　
　
　
小
野
上
中
学
校
体
育
館

平
方
　
嗣
世
　
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

小野上中学校　体育館

病院建設予定地

　
　
　

病
院
再
編
統
合
計
画
の

発
端
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
は
。

　
　
　

渋
川
総
合
病
院
と
医
療

圏
と
し
て
の
課
題
を
背
景
に
、

西
群
馬
病
院
の
移
転
計
画
が
発

端
と
な
り
、
統
合
計
画
が
協
議

さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

地
域
審
議
会
へ
の
報
告

と
地
権
者
説
明
会
の
内
容
は
。

　
　
　

事
業
計
画
の
概
要
を
説

明
し
、
意
見
を
伺
う
と
と
も
に

協
力
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

お
お
む
ね
ご
理
解
い
た
だ
け
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

病
院
再
編
統
合
準
備
室

と
渋
川
市
病
院
再
編
統
合
推
進

組
織
の
機
能
と
役
割
は
。

　
　
　

準
備
室
は
、
病
院
統
合

の
具
体
的
な
調
整
作
業
を
行
い
、

推
進
組
織
で
は
、
全
庁
的
に
病

院
統
合
の
様
々
な
課
題
を
議
論

し
、
方
針
決
定
し
ま
す
。

　
　
　

西
群
馬
病
院
の
現
状
、

移
転
に
伴
う
要
望
と
基
本
計
画

　
　
　

西
群
馬
病
院
は
、
が
ん

の
専
門
病
院
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
、
利
便
性
の
高
い
場
所
へ

の
移
転
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

両
病
院
の
機
能
を
統
合
し
、
地

域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

建
設
予
定
地
選
定
に

至
っ
た
経
過
は
。

　
　
　

市
で
候
補
地
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
西
群
馬
病
院
が
独

自
に
候
補
地
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

子
持
地
区
の
コ
ン
ニ
ャ

ク
消
毒
に
関
す
る
環
境
問
題
、

隣
接
す
る
し
ら
ゆ
り
聖
苑
と
新

病
院
と
の
共
存
に
つ
い
て
。

 
 
 

　

過
去
の
市
や
県
の
調
査

で
は
、
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
隣
接
す
る
し
ら
ゆ
り
聖

苑
と
は
進
入
路
も
異
な
り
、
支

障
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

市
の
負
担
、
渋
川
総
合

病
院
の
負
担
の
処
理
等
は
。

　
　
　

市
の
負
担
額
は
、
今
後

の
調
整
で
す
。
渋
川
総
合
病
院

の
借
入
金
の
返
済
は
、
有
利
な

借
換
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

病
院
統
合
計
画

　
　
　

総
合
病
院
の
統
合
計
画

に
つ
い
て
、
市
の
出
資
額
の
予

定
は
。
出
資
限
度
の
上
限
は
。

ま
た
、
建
設
予
定
地
は
葬
場
、

火
葬
場
、
車
の
排
気
ガ
ス
等
、

患
者
、
家
族
に
と
っ
て
環
境
が

望
ま
し
く
な
い
の
で
は
と
思
わ

れ
る
。
市
は
提
言
す
べ
き
と
思

う
。

　
　
　

病
院
整
備
の
財
源
と
な

る
国
の
交
付
金
が
８
月
下
旬
以

降
に
決
定
し
、
県
の
支
援
も
要

請
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
市
と
し
て
の
負
担
額
を
見
極

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

病
院
建
設
予
定
地
は
、
西
群

馬
病
院
が
立
地
条
件
等
を
総
合

的
に
検
討
し
決
め
た
も
の
で
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
最
終
処
分
場
第
２
期
建
設

は
「
断
念
」
す
べ
き
で
は

　
　
　

平
成
22
年
２
月
21
日
地

元
協
議
会
へ
「
前
市
長
と
の
約

束
は
守
る
」
と
明
言
し
て
い
る

が
、
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
予

算
切
り
計
画
も
な
い
、
道
路
に

つ
い
て
も
進
捗
し
て
い
な
い
。

約
束
を
破
る
な
ら
最
終
処
分
場

建
設
も
「
断
念
」
す
べ
き
だ
。

　
　
　

小
野
上
と
祖
母
島
を
結

ぶ
吾
妻
川
橋
り
ょ
う
は
、
平
成

19
年
度
に
実
施
し
た
道
路
・
橋

り
ょ
う
整
備
基
礎
調
査
に
よ
り
、

主
要
幹
線
道
路
の
Ｂ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

市
道
木
の
間
藤
田
線
は
、
条
件

の
整
っ
た
所
か
ら
計
画
的
に
改

良
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

耐
震
工
事
で
ま
ず
安
全
を

　
　
　

小
野
上
中
学
校
体
育
館

は
、
ま
ず
生
徒
の
安
全
確
保
の

後
に
木
造
校
舎
を
含
め
た
建
て

替
え
工
事
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

突
然
の
工
事
中
止
は
議
会
軽
視
。

　
　
　

市
内
の
学
校
で
最
も
古

い
体
育
館
で
あ
り
、
耐
用
年
数

等
の
経
済
性
や
計
画
性
等
を
考

慮
し
、
耐
震
補
強
か
ら
新
た
な

整
備
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。
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一般質問一般質問

飯
塚
　
清
志
　
議
員

高
橋
　
敬
　
議
員

　
渋
川
西
バ
イ
パ
ス

　
　
　
　
市
民
相
談
窓
口
設
置
に
つ
い
て

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
問
題
と

　
　
　
　
　
本
市
の
農
業
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

打撃を受ける農畜産業

渋川西バイパス説明会風景

　
　
　

渋
川
西
バ
イ
パ
ス
・
上

信
自
動
車
道
の
市
民
相
談
窓
口

を
庁
内
に
設
置
を
。

　
　
　

今
後
の
地
元
要
望
や
関

係
者
の
相
談
事
務
量
な
ど
の
推

移
を
見
て
、
専
門
部
署
の
設
置

の
必
要
性
が
あ
れ
ば
検
討
し
ま

す
。

渋
川
総
合
病
院
と
西
群
馬
病
院

の
統
合
に
つ
い
て

　
　
　

病
院
統
合
に
約
１
３
０

億
円
を
要
す
る
が
、
渋
川
市
の

負
担
額
は
何
十
億
円
か
。

　
　
　

市
の
経
費
負
担
に
つ
い

て
は
、
病
院
整
備
の
財
源
と
な

り
国
の
交
付
金
や
県
の
支
援
等

を
踏
ま
え
、
西
群
馬
病
院
と
協

議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

渋
川
市
の
負
担
額
の
拠

出
方
法
で
、
起
債
は
こ
の
事
業

で
何
十
億
円
起
こ
せ
る
の
か
。

　
　
　

合
併
特
例
債
や
他
の
起

債
に
よ
る
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
負
担
で
き
る
範
囲
の

額
を
起
債
に
よ
り
対
応
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

渋
川
総
合
病
院
の
企
業

債
残
高
17
億
８
０
０
０
万
円
の

繰
り
上
げ
償
還
年
度
と
金
額
は
。

　
　
　

企
業
債
の
返
済
に
つ
い

て
は
、
借
換
債
等
の
活
用
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
統
合
予
定
の

平
成
25
年
度
末
で
約
12
億
円
が

見
込
ま
れ
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　

統
合
さ
れ
る
新
病
院
は

市
民
要
望
を
満
た
せ
る
か
。

　
　
　

新
病
院
は
、
地
域
医
療

の
一
層
の
充
実
と
急
性
期
医
療

に
対
応
し
た
北
毛
地
域
の
拠
点

病
院
と
し
て
、
市
民
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　
　
　

西
群
馬
病
院
は
国
の
政

策
病
院
で
あ
り
、
一
般
診
療
・

救
急
診
療
も
行
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
機
能
を
持
っ
た
病
院

の
計
画
と
内
容
は
。

　
　
　

二
つ
の
病
院
の
機
能
を

統
合
、
充
実
し
北
毛
地
域
の
拠

点
病
院
の
役
割
を
担
え
る
よ
う

西
群
馬
病
院
と
調
整
し
ま
す
。

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
が
政

府
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
は
農
業
を
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

　
　
　

日
本
が
、
協
定
に
参
加

し
た
場
合
、
農
畜
産
物
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
る
の
は
必
至
で

あ
り
今
後
の
状
況
を
注
視
す
る
。

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
本

市
の
農
業
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

　
　
　

農
畜
産
物
に
対
す
る
被

害
割
合
は
、
農
業
粗
生
産
額
の

75
％
が
影
響
を
受
け
、
経
営
基

盤
の
強
化
が
必
要
で
す
。
県
費
・

市
独
自
の
補
助
に
取
り
組
み
農

業
振
興
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
農
業
。

政
府
に
対
し
て
再
生
産
の
で
き

る
所
得
補
償
制
度
の
確
立
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
対
応
は
。

　
　
　

食
の
安
全
安
心
が
消
費

者
か
ら
嘱
望
さ
れ
て
お
り
、
環

境
に
優
し
い
農
業
の
確
立
や
産

地
間
の
差
別
化
及
び
付
加
価
値

の
あ
る
農
業
の
創
出
を
目
指
す
。

　
　
　

「
渋
川
市
選
別
農
薬
農

法
研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
「
安

全
・
安
心
な
お
い
し
い
農
産
物
」

を
提
供
す
る
取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
。
周
知
と
政
策
支
援
は
。

　
　
　

農
協
・
生
産
者
協
議
会
・

減
農
薬
栽
培
者
等
で
組
織
さ
れ
、

組
織
を
通
じ
て
周
知
さ
れ
て
い

る
。
活
動
に
必
要
な
予
算
は
必

要
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

　
　
　

地
元
の
農
産
物
を
活
用

し
た
名
物
料
理
（
Ｂ
級
ご
当
地

グ
ル
メ
）
で
ま
ち
お
こ
し
は
。

　
　
　

主
に
、
女
性
起
業
家
が

開
発
研
究
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

地
域
福
祉
計
画　

　
　
　

高
齢
者
の
孤
独
死
が
増

え
、
地
域
で
支
え
合
う
共
助
社

会
の
構
築
が
課
題
。
策
定
は
。

　
　
　

地
域
福
祉
を
推
進
し
て

い
く
基
本
方
針
と
な
る
本
計
画

を
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。


